
［報告］
　�『ベイズの誓い』発刊記念イベント　
　in�天狼院書店　esola池袋店

　2018年 9 月16日（日）、天狼院書店「Esola池袋店」
STYLE for Bizにおいて、松原望著『ベイズの誓い』

（聖学院大学出版会）の発刊記念イベントが、天狼
院書店主催にて開催された。
　当日は、『ベイズの誓い』の著者でありベイズ統
計の第一人者である松原望先生と、松原先生の東
大時代の教え子で、帝京大学経済学部教授、経済
学者で数学エッセイストの小島寛之氏による対談
となった。本イベントは有料にもかかわらず当日
の飛び入りもあり、参加者は16名となった。書店
の広くはないイベントスペースを参加者が埋め、
後方から興味深げに見る来店者もあるなど、盛況
な会となった。このイベントの様子は、後日、天
狼院書店により動画の有料配信も行われる予定。
　ベイズ統計学はAIの基礎となった統計学。主観
確率であることから心理的抵抗により、あまり顧
みられなかったが、「これからはベイズ統計学だ」
とのビル・ゲイツ氏の発言や、故・鈴木雪夫教授
の「ベイズ統計学以外に統計学はあるはずもなく」
との言葉にあるように、コンピュータおよびAI、
さらには教育工学においてベイズは欠かせない統
計学となっている。
　対談では、カール・ワイツ氏が提唱した“シンギュ
ラリティ ”にも触れた。松原先生は、AIは知の代

替えであり、社会の中に生きていないので、社会
性が持てない。人間が人間を理解できない限りAI
が人間を超えることはできない、とした。小島先
生は経済学者の立場から、AIにとって代わられる
仕事はあるにせよ、あくまでも需要と供給であり、
供給により恐慌は起こりえない
とのお話がなされた。
　予定時間を超過しての対談、
質疑がなされ、ベイズ統計学を
語る時間が持たれた。
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